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巻
頭
言  

ご
協
力
に
感
謝 

 
 

会
長 

菅
井 

茂 

 

穏
や
か
に

明
け
た
平
成

三
十
年
元
日

に
同
窓
生
が

素
晴
ら
し
い

活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
即

ち
「
全
日
本
実
業
団
駅
伝
大
会
」

で
、
同
窓
生
村
山
謙
太
君
が
旭
化

成
の
選
手
と
し
て
五
区
を
走
り
、

二
年
連
続
の
区
間
賞
を
取
り
、
二

連
覇
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ホ
ン
ダ

の
選
手
の
追
い
上
げ
を
か
わ
し
て

走
る
彼
の
姿
は
素
晴
ら
し
い
も
の

で
、
在
校
生
に
と
っ
て
頼
も
し
い

先
輩
と
映
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
今
回
出
場
し
な
か
っ

た
弟
紘
太
君
（
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
）
と
も
ど
も
切
磋
琢
磨
し

て
日
本
長
距
離
界
の
牽
引
と
な
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
三
カ
年
か
け
て
準
備
し

て
き
ま
し
た
「
八
軒
中
学
校
新
制

七
十
周
年
（
創
立
八
十
二
周
年
）

記
念
事
業
」
は
、
滞
り
な
く
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
記

念
事
業
の
柱
で
あ
る
記
念
式
典
は
、

昨
年
十
一
月
二
十
三
日
（
勤
労
感

謝
の
日
）
に
八
軒
中
学
校
体
育
館

を
会
場
に
、
在
校
生
・
保
護
者
並

び
に
同
窓
生
・
地
域
の
方
々
等
の

ご
出
席
の
下
、
厳
粛
な
中
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
後
の
第
二

部
記
念
演
奏
に
は
合
唱
部
の
生
徒

達
に
東
京
か
ら
駆
け
付
け
た
卒
業

生
も
加
わ
り
、
素
晴
ら
し
い
合
唱

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
更
に

桂
友
楽
師
匠
（
十
一
回
生
・
大
友

健
弘
氏
）
の
記
念
口
演
も
楽
し
い

も
の
で
、
参
列
し
た
生
徒
達
も
七

十
年
と
い
う
歴
史
の
重
み
を
感
じ

て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。 

会
場
を
移
し
て
の
祝
賀
会
に
は

歴
代
校
長
先
生
方
は
じ
め
多
く
の

ご
来
賓
の
方
々
や
地
域
の
方
々
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
、
現
職
と
旧
職

員
の
先
生
方
並
び
に
同
窓
生
の

方
々
等
約
一
八
〇
名
の
方
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
四
十
六
回
生
・
渡
邊
拓

也
氏
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
、
彼

の
マ
ジ
ッ
ク
に
皆
さ
ん
度
肝
を
抜

か
れ
た
よ
う
で
驚
き
の
連
続
で
し

た
。 な

お
、
当
日
発
行
し
ま
し
た
「
記

念
誌
」
に
つ
い
て
は
、
永
田
淳
子

編
集
部
長
ら
委
員
の
方
々
の
ご
尽

力
に
よ
り
素
晴
ら
し
い
も
の
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。
手
に
取
っ
て

ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
々
か
ら
は

「
素
晴
ら
し
い
」「
懐
か
し
い
」「
よ

く
ぞ
こ
こ
ま
で
資
料
等
を
集
め
ら

れ
た
。
あ
り
が
と
う
」
と
の
声
が
、

ま
た
教
育
関
係
者
か
ら
は
「
市
内

の
中
学
校
で
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
記
念
誌
を
発
行
で
き
た
中
学

校
は
ど
こ
も
な
い
」
等
多
く
の
称

賛
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
「
記
念
誌
」
は
同
窓
会
の
宝
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ご
覧

に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
方

は
是
非
お
求
め
く
だ
さ
い
。
こ
の

冊
子
に
は
昭
和
三
十
年
代
の
学
校

近
辺
の
略
地
図
も
付
い
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
を
ご
覧
に
な
っ
て
ご
自

分
の
中
学
時
代
に
思
い
を
馳
せ
て

く
だ
さ
い
。
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
せ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
ご
参
加
・

ご
協
力
・
ご
支
援
等
い
た
だ
い
た

同
窓
生
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
今
回
の
記
念
事

業
に
つ
い
て
は
、
学
校
当
局
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
「
記
念
事
業
実
行

委
員
会
」
の
委
員
を
は
じ
め
と
す

る
実
に
多
く
の
方
々
の
お
力
添
え

が
あ
っ
て
は
じ
め
て
実
施
・
発
行

で
き
た
も
の
と
つ
く
づ
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
回
を
機
に
八
軒
中
学

校
及
び
同
窓
会
が
更
に
発
展
す
る

こ
と
を
、
ま
た
八
軒
中
学
校
を
学

び
舎
と
す
る
中
学
生
が
母
校
に
誇

り
を
も
っ
て
進
む
こ
と
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。 

 

八軒つうしん 

記念式典で実行委員長として挨拶する

菅井会長 
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新
制
七
十
周
年
（
創
立
八
十
二 

 

周
年)

記
念
事
業 

右がＴＡＫＵＹＡさん。助手を務め

る奥様（左）は…宙に浮いています。 

歴
史
の
重
み
を
感
じ
て 

 
 

 
 

 

～
記
念
式
典
～ 

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校
新
制
七
十

周
年
（
創
立
八
十
二
周
年
）
記
念
式

典
は
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十

三
日
（
木
・
勤
労
感
謝
の
日
）
午
前

十
時
か
ら
八
軒
中
学
校
体
育
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
在
校
生
、
先
生
方

の
ほ
か
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
、

教
職
員
Ｏ
Ｂ
、
同
窓
生
等
約
一
二
〇

名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

記
念
式
典
の
受
付
や
案
内
で
は
、

同
窓
会
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
も
ち
ろ

ん
、
生
徒
達
も
活
躍
し
ま
し
た
。 

 

鈴
木
丈
治
先
生
の
進
行
に
よ
り
、

石
川
一
博
校
長
先
生
の
式
辞
に
続
い

て
、
菅
井
茂
会
長
が
記
念
事
業
実
行

委
員
長
と
し
て
挨
拶
、
郡
和
子
仙
台

市
長
の
祝
辞
を
佐
藤
淳
一
仙
台
市
教

育
局
学
校
教
育
部
参
事
が
代
読
し
ま

し
た
。
三
年
三
組
の
森
凜
太
朗
さ
ん

が
生
徒
代
表
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
後
、

校
歌
を
斉
唱
し
て
第
一
部
は
滞
り
な

く
終
了
し
ま
し
た
。 

 

休
憩
を
は
さ
ん
で
第
二
部
が
行
わ

れ
、
ま
ず
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
も
参
加
し
た

合
唱
部
に
よ
る
記
念
演
奏
に
参
加
者

一
同
が
聴
き
入
り
ま
し
た
。
続
く
記

念
「
講
演
」
な
ら
ぬ
「
口
演
」
は
、

桂
友
楽
師
匠
、
実
は
第
十
一
回
生
の

大
友
健
弘
さ
ん
が
講
師
で
す
。
大
友

さ
ん
は
、
東
北
大
学
在
学
中
は
落
語

研
究
会
に
所
属
、
八
代
目
・
桂
文
楽

に
弟
子
入
り
し
「
友
楽
」
の
名
前
を

も
ら
い
ま
し
た
。 

生
徒
達
に
は
、
お
は
や
し
や
め
く

り
な
ど
寄
席
の
雰
囲
気
と
落
語
の
さ

わ
り
を
体
験
す
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。 

記
念
式
典
終
了
後
は
、
鈴
木
丈
治

先
生
の
案
内
で
希
望
す
る
約
十
名
の

同
窓
生
が
校
舎
内
を
見
学
し
ま
し
た
。 

 

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
に
感
嘆 

 
 
 
 
 
 
 

～
祝
賀
会
～ 

記
念
式
典
、
校
舎
見
学
会
終
了
後

は
、
会
場
を
パ
レ
ス
へ
い
あ
ん
三

階
・
グ
レ
ー
ス
に
移
し
、
十
六
時
か

ら
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
一

八
〇
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

司
会
は
、
南
材
地
区
民
生
委
員
児

童
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
立

花
裕
美
さ
ん
（
第
三
十
六
回
生
）
に

お
願
い
し
、
髙
橋
裕
子
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

の
開
会
挨
拶
、
菅
井
記
念
事
業
実
行

委
員
長
、
石
川
校
長
先
生
の
挨
拶
の

後
、
来
賓
を
代
表
し
て
第
十
八
代
校

長
の
福
原
潔
先
生
か
ら
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

第
十
八
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
早
坂
一

夫
さ
ん
（
第
五
回
生
）
の
乾
杯
の
音

頭
で
祝
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。
会
場

の
前
方
と
後
方
に
設
け
ら
れ
た
ス
ク

リ
ー
ン
に
は
、
デ
ミ
ツ
写
真
館
代
表

の
近
江
肇
さ
ん
（
第
三
十
五
回
生
）

の
協
力
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
、
八
軒

中
学
校
の
思
い
出
の
ス
ラ
イ
ド
が
映

し
出
さ
れ
ま
し
た
。 

宴
が
盛
り
上
が
る
中
、
メ
イ
ン
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｙ

Ａ
さ
ん
（
第
四
十
六
回
生
・
渡
邉
拓 

也
さ
ん
）
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
始

ま
り
ま
し
た
。 

出
席
者
は
、
次
々
に
繰
り
出
さ
れ

る
妙
技
に
目
を
見
張
り
ま
し
た
。
鈴

木
丈
治
先
生
と
第
二
十
八
代
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
の
熊
谷
行
雄
さ
ん
（
第
二
十
三

回
生
）
は
、
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｙ
Ａ
さ
ん
に

請
わ
れ
て
、
マ
ジ
ッ
ク
の
お
手
伝
い
。

盛
り
上
げ
に
一
役
買
い
ま
し
た
。 

宴
が
終
盤
に
近
付
い
た
頃
、
今
野

喜
郎
監
査
部
長
か
ら
記
念
事
業
財
政

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
各
テ
ー
ブ

ル
か
ら
合
計
約
十
二
万
円
の
御
芳
志

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
祝
賀
会
の
締
め
く
く
り
は
、

や
は
り
校
歌
斉
唱
。
そ
の
後
は
大
友

健
弘
さ
ん
、
続
い
て
石
川
校
長
先
生

リ
ー
ド
に
よ
る
エ
ー
ル
。
最
後
に
、 

記念口演中の桂友楽師匠（大友健弘さん） 
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次回は２年後、喜寿のお祝いを５０名以上で元気に！ 

飯
沼
恒
一
記
念
事
業
実
行
委
員
会
副

委
員
長
の
閉
会
の
挨
拶
と
「
伊
達
の

一
本
締
め
」
で
、
祝
賀
会
は
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。 

地
域
と
と
も
に 

～
記
念
誌
発
刊
～ 

記
念
事
業
の
大
き
な
柱
で
あ
る
仙

台
市
立
八
軒
中
学
校
新
制
七
十
周
年 

（
創
立
八
十
二
周
年
）
記
念
誌
「
八

軒
」
は
、
記
念
式
典
・
祝
賀
会
と
同

日
付
け
で
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。 

付
録
と
し
て
「
昭
和
三
十
～
四
十
年

代
の
記
憶
の
中
の
八
軒
中
学
校
区
の

街
並
み
（
南
材
木
町
小
学
校
区
を
中

心
に
）
」
（
地
図
）
が
添
付
さ
れ
て
い

ま
す
。 

「
八
軒
」
は
、
在
校
生
、
先
生
方
、

協
賛
金
等
協
力
者
に
は
一
冊
贈
呈
し

ま
し
た
。
購
入
ご
希
望
の
方
は
、
一

冊
送
料
込
み
二
千
円
を
次
の
郵
便
振

替
口
座
に
振
込
手
数
料
加
入
者
負
担

の
赤
の
用
紙
で
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。 

口
座
記
号
番
号 

０
２
２
３
０
― 

５
―
１
４
１
０
２
７ 

加
入
者
名 

 
 

八
軒
中
学
校
７
０
周
年 

記
念
事
業
実
行
委
員
会 

ま
と
ま
っ
た
部
数
が
必
要
な
場
合

は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

副
会
長 

佐
藤 

徳
子 

 

０
２
２
―
２
２
３
―
３
４
３
５ 

事
務
局
長 

安
達 

和
則 

 

０
２
２
―
２
４
８
―
５
９
８
６ 

 

 

同
期
が
集
え
ば
（
一
）  

 

第
十
一
回
生
（
昭
和
三
十
三
年
卒
） 

四
年
に
一
度
は
五
輪
の
祭
典
、
三

年
に
一
度
は
第
十
一
回
卒
集
い
の
サ 

イ
テ
ン
、
二
十
一
年
前
に
産
声
を
上

げ
た
同
期
会
、
今
回
で
七
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。 

昭
和
三
十
三
年
、
八
軒
中
を
巣
立

っ
た
四
八
二
名
の
仲
間
達
。
あ
れ
か

ら
六
十
年
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
参

加
者
が
少
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
限

り
で
す
。
前
回
ま
で
恩
師
を
お
招
き

し
て
旧
交
を
温
め
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
ご
高
齢
の
お
身
体
を
考
慮
、

ご
案
内
を
遠
慮
し
ま
し
た
。 

こ
こ
三
回
ほ
ど
秋
保
温
泉
で
開
い

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
伊
達
政
宗

生
誕
四
五
〇
年
と
い
う
こ
と
で
、
伊

達
文
化
が
息
づ
く
松
島
へ
。
北
は
札

幌
、
南
は
奈
良
と
恋
人
に
で
も
会
い

た
い
一
心
で
遠
路
駆
け
つ
け
て
く
れ

ま
し
た
。
九
月
二
十
四
日
午
後
、
ホ

テ
ル
大
観
荘
に
三
々
五
々
集
ま
り
、

四
十
九
名
の
仲
間
が
元
気
な
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
ゴ
ブ
サ

タ
！
」
「
元
気
シ
テ
タ
！
」
七
十
五

歳
と
い
う
年
齢
な
ど
さ
れ
忘
れ
、
一

挙
に
十
五
歳
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。 

午
後
五
時
三
十
分
、
佐
藤
東
士
男

君
の
司
会
で
開
会
、
庄
子
春
吉
幹
事

長
の
挨
拶
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
、
各

ク
ラ
ス
幹
事
か
ら
ク
ラ
ス
参
加
者
の

紹
介
。
宴
会
は
、
佐
々
木
考
一
迷
司

会
で
酣
に
。
同
期
会
で
は
恒
例
に
な

っ
て
い
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
は
小
谷

裕
子
さ
ん
、
丹
野
ナ
ミ
ヒ
さ
ん
。
東

京
よ
り
楽
器
持
参
で
駆
け
つ
け
て
く

れ
た
赤
間
和
彦
君
、
百
井
育
子
さ
ん

の
ウ
ク
レ
レ
演
奏
。
小
噺
の
大
友
健

弘
君
（
桂
友
楽
）
の
熱
演
。
二
次
会

の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
声
自
慢
の
美
男

美
女
が
出
演
、
二
時
間
歌
い
に
唄
い

捲
り
ま
し
た
。
さ
す
が
南
材
小
卒
業

の
皆
さ
ん
で
し
た
。 

次
回
開
催
に
つ
い
て
参
加
者
に
問

い
か
け
、
発
展
的
解
散
に
す
る
か
、

今
後
も
三
年
に
一
回
か
。
八
十
歳
ま

で
継
続
し
て
は
ど
う
か
。
日
帰
り
か
、

宿
泊
か
。
意
見
が
分
か
れ
る
も
、
結

局
『
三
年
待
て
な
い
。
二
年
後
の
喜

寿
の
年
に
一
泊
で
は
ど
う
か
』
と
緊

急
動
議
が
出
さ
れ
、
多
数
の
賛
同
で

決
ま
り
ま
し
た
。
二
年
後
、
節
目
の

喜
寿
同
期
会
の
幹
事
長
に
は
佐
藤
東

士
男
君
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
後
期

高
齢
者
の
身
、
く
れ
ぐ
れ
も
身
体
に

気
を
付
け
、
喜
寿
同
期
会
に
は
元
気

な
笑
顔
で
五
十
名
以
上
の
仲
間
で
祝

杯
を
挙
げ
よ
う
、
そ
の
為
に
は
一
人

で
も
多
く
の
仲
間
に
参
加
を
奨
め
る

こ
と
が
鍵
に
な
る
と
、
次
回
の
再
会

を
約
束
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。 

 
 
 
 

（
庄
子 

春
吉
） 
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同
期
が
集
え
ば
（
二
）  

 
第
十
三
回
生
（
昭
和
三
十
五
年
卒
） 

八
軒
中
七
十
周
年
記
念
事
業
は
関

係
部
門
の
多
い
な
る
努
力
に
よ
り
成

功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。
十
三
回
生

も
皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
率
先
垂
範

し
、
意
欲
的
に
活
動
し
ま
し
た
。 

記
念
祝
賀
会
に
も
十
七
名
が
参
加

し
、
先
輩
・
後
輩
と
語
り
合
い
多
い

に
盛
り
上
が
り
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
祝
賀
会

だ
け
で
帰
る
同
期
生
は
い
る
は
ず
も

な
く
定
例
の
二
次
会
、
祝
賀
会
に
参

加
で
き
な
か
っ
た
下
戸
の
女
性
、
後

片
付
け
を
終
え
た
会
長
・
副
会
長
、

そ
し
て
後
輩
も
加
わ
り
、
時
間
を
忘

れ
て
大
い
に
飲
み
、
語
ら
い
ま
し
た
。 

次
回
の
同
期
会
は
喜
寿
が
目
安
で

す
が
、
元
気
な
う
ち
、
飲
め
る
う
ち

に
開
催
さ
れ
る
公
算
が
強
い
で
す
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
庄
司 

茂
雄
） 

 

第
十
四
回
生
（
昭
和
三
十
六
年
卒
） 

「
酉
・
戌
年
生
ま
れ
の 

年
男
・
年
女
を
祝
う
会
」 

・
日
時 

 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
三
日 

午
後
六
時
～ 

・
場
所 

r
e
tr
o 
Ba
nk
 P
ag
e
 

・
参
加
者 

 
  

女
性
十
二
名
、
男
性
二
十
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

計
三
十
二
名 

横
澤
行
夫
会
長
か
ら
「
元
気
で
あ

る
か
ら
本
日
出
席
で
き
る
、
こ
れ
か

ら
も
人
生
を
楽
し
く
生
き
た
い
」
と

の
挨
拶
が
あ
り
、
武
田
治
夫
君
の
「
八

十
、
九
十
歳
ま
で
こ
の
会
を
重
ね
る

こ
と
を
祈
念
し
て
」
と
の
乾
杯
の
音

頭
で
七
十
二
歳
の
同
期
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

懇
談
で
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

等
元
気
で
働
い
て
い
る
方
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
（
つ
る
が
や
元
気
会
会

長
）
で
活
躍
し
て
い
る
方
、
ご
主
人

の
介
護
で
二
十
四
年
も
頑
張
っ
て
い

る
方
、
キ
ッ
チ
ン
ぱ
ぱ
で
料
理
教
室

に
通
っ
て
い
る
方
、
孫
の
世
話
で
出

席
で
き
な
い
方
、
老
後
の
青
春
？
を

謳
歌
し
て
い
る
方
な
ど
な
ど
、
同
期

生
の
面
々
の
近
況
が
話
題
と
な
り
、

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

年
齢
を
重
ね
る
と
思
う
よ
う
に
で

き
な
い
面
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
今

回
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
々
が
次
回

は
是
非
参
加
で
き
る
よ
う
願
う
ば
か

り
で
す
。 

 
 
 

（
本
郷 

誠
） 

 

第
十
五
回
生
（
昭
和
三
十
七
年
卒
） 

私
の
八
軒
中
時
代
は
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。

き
び
し
い
中
に
も
思
い
や
り
あ
ふ
れ

た
小
川
先
生
の
も
と
元
気
で
気
の
合

う
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
日
本
人
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
日
焼
け
し
て
、
青
春
そ

の
も
の
で
し
た
。 

主
人
の
転
勤
に
伴
い
、
し
ば
ら
く

仙
台
を
離
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
ち

ら
に
戻
っ
て
す
ぐ
に
八
軒
中
時
代
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
仲
間
と
は
連
絡
を

取
り
合
い
、
ラ
ン
チ
や
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
程
な
く
し

て
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
九
日
に

同
期
会
が
あ
る
と
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
面
影
が
残
る
懐
か
し
い
方
々

と
五
十
何
年
ぶ
り
に
お
会
い
し
中
学

時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら
楽
し
い
語

ら
い
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

同
期
の
方
々
と
は
、
そ
の
後
も
何

度
も
お
目
に
か
か
る
機
会
が
あ
り
、

最
近
で
は
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二

十
三
日
の
八
軒
中
新
制
七
十
周
年
記

念
祝
賀
会
に
私
達
同
期
か
ら
九
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
新
旧
の
先
生
方
、

同
窓
会
の
役
員
の
方
々
の
ス
ピ
ー
チ

を
拝
聴
し
な
が
ら
、
私
達
同
期
の

テ
ー
ブ
ル
で
は
次
々
と
運
ば
れ
て
く

る
お
料
理
も
ド
リ
ン
ク
も
し
っ
か
り

い
た
だ
き
話
も
は
ず
み
ま
し
た
。
閉

会
後
は
場
所
を
変
え
、
皆
さ
ん
の
美

声
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

現
在
は
ミ
ニ
同
期
会
や
家
族
同
伴

も
有
り
、
巾
を
広
げ
て
楽
し
ん
で
お

り
ま
す
。
最
近
の
話
題
は
、
物
忘
れ
、

体
調
、
メ
タ
ボ
、
薬
の
う
ん
ち
く
な

ど
で
ア
ド
バ
イ
ス
あ
り
笑
い
あ
り
で

す
。
ひ
と
え
に
幹
事
の
方
々
の
さ
さ

え
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
い
た
し

ま
す
。
そ
し
て
ミ
ニ
会
を
開
い
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
三
島
さ
ん
、
会
の
後
、

私
達
を
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
て 
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「おおわ田」 

い
る
舟
田
さ
ん
、
和
賀
さ
ん
、
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

十
五
回
生
の
大
部
分
が
今
年
は
年

男
、
年
女
で
す
。
次
の
戌
年
ま
で
ワ

ン
ダ
フ
ル
に
、
そ
し
て
フ
ァ
イ
ト
!! 

（
宍
戸 

の
り
子
） 

 

 

 

第
十
七
回
生
（
昭
和
三
十
九
年
卒
） 

第
十
回
四
ツ
葉
三
九
会
総
会
は
、

平
成
二
十
九
年
十
月
七
日
午
後
五
時 

か
ら
、
パ
レ
ス
へ
い
あ
ん
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
二
十

四
名
で
、
恩
師
は
笠
原
先
生
に
ご
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

恩
師
と
同
級
生
の
物
故
者
に
対
し

黙
祷
を
捧
げ
て
か
ら
、
会
は
始
ま
り

ま
し
た
。
笠
原
先
生
か
ら
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
高
齢
を
感
じ

さ
せ
な
い
気
丈
夫
な
お
姿
に
は
感
心

い
た
し
ま
し
た
。 

小
野
寺
幹
夫
会
長
か
ら
は
、
恩
師

か
ら
の
葉
書
の
紹
介
が
あ
り
、
伊
藤

文
雄
事
務
局
長
か
ら
は
、
事
業
報
告

と
「
三
九
会
」
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
十

年
続
い
た
こ
の
会
も
、
来
年
の
古
希

を
迎
え
て
現
体
制
を
終
了
さ
せ
た
い

と
の
話
で
し
た
。
会
員
か
ら
は
、
こ

の
一
年
を
か
け
て
検
討
し
た
方
が
い

い
と
い
う
意
見
が
多
く
で
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

盛
り
上
が
り
、
中
学
生
に
戻
っ
て
の

話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

た
い
こ
茶
屋
の
嵯
峨
大
将
も
駆
け

つ
け
、
総
会
当
日
も
被
災
地
で
の
マ

グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
を
開
催
し
て
き
た

と
こ
ろ
だ
と
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。 

八
軒
中
七
十
周
年
記
念
事
業
に
対

し
て
も
、
三
九
会
か
ら
広
告
掲
載
や

協
賛
金
寄
付
な
ど
多
大
な
る
ご
協
力

を
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
記
念

事
業
実
行
委
員
か
ら
感
謝
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。 

来
年
の
古

希
を
迎
え
て

の
総
会
は
多

く
の
同
期
生

に
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ

う
に
、
今
か

ら
幹
事
会
で

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

幹
事
会
は
、
長
町
の
「
お
お
わ
田

そ
ば
や
」
で
や
っ
て
い
ま
す
。
同
期

生
が
や
っ
て
い
る
店
な
の
で
、
気
ま

ま
に
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
ば
が
美
味
し
い
の
で
、
一
回
食
べ

に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

（
安
達 

和
則
） 

 

第
十
八
回
生
（
昭
和
四
十
年
卒
） 

◎
二
〇
一
七
年
五
月
六
日 

仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
第
六
回

同
期
会
開
催
。
小
川
先
生
は
じ
め
四

名
の
恩
師
に
ご
臨
席
戴
き
、
総
勢
七

十
九
名
の
盛
会
で
し
た
。 

同
窓
会
へ
の
寄
付
も
五
万
円
を
越

え
、
「
私
の
八
軒
時
代
」
、
在
校
生
演

奏
の
Ｃ
Ｄ
も
販
売
し
ま
し
た
。 

◎
四
月
二
日 

第
二
十
九
回
南
材
・
八
軒
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
仙
台
南
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で

開
催
。
恩
師
影
山
先
生
は
じ
め
十
七

名
参
加
。 

◎
七
月
二
十
三
日 

第
三
十
回
南
材
・
八
軒
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
を
太
白
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

開
催
。
影
山
先
生
は
じ
め
十
二
名
参

加
。 

◎
七
月
二
十
八
日 

南
材
・
八
軒
納
涼
会
を
伊
達
の
牛

タ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
恩
師
影
山

先
生
ご
臨
席
、
総
勢
二
十
八
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

◎
十
月
二
十
日 

太
白
区
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開

催
予
定
の
第
三
十
一
回
南
材
・
八
軒

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
大
雨
に
よ
り
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
十
二
名

は
一
旦
集
合
し
ま
し
た
が
、
参
加
賞

を
受
け
取
り
、
会
費
を
支
払
い
解
散
。

有
志
八
名
の
み
廻
り
ま
し
た
。
幸
い

雨
は
小
降
り
に
な
り
ま
し
た
。 

◎
十
一
月
二
十
五
日 

南
材
・
八
軒
忘
年
会
を
伊
達
の
牛

タ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
恩
師
影
山

先
生
ご
臨
席
、
総
勢
二
十
五
名
が
参

加
し
ま
し
た
が
、
永
年
仕
事
で
仙
台

を
離
れ
、
定
年
後
戻
っ
た
同
期
生
も

現
れ
、「
継
続
」
の
意
義
を
新
た
に
し

ま
し
た
。 

 
 

（
直
野 

ま
り
） 
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同
期
が
集
え
ば
（
三
）  

 
第
二
十
三
回
生
（
昭
和
四
十
五
年
卒
） 

「
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
同
級
会
」 

今
年
は
八
軒
中
学
校
新
制
七
十
周

年
の
記
念
式
典
が
有
る
よ
う
な
の
で
、

つ
い
で
に
同
級
会
を
開
こ
う
と
い
う

話
が
七
月
初
め
に
飲
み
友
達
の
間
か

ら
出
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う

に
し
て
み
ん
な
を
集
め
よ
う
か
と
思

案
し
、
先
ず
は
八
ク
ラ
ス
あ
っ
た
の

で
各
ク
ラ
ス
か
ら
男
女
そ
れ
ぞ
れ
一

人
ず
つ
幹
事
を
選
び
、
そ
の
ク
ラ
ス

幹
事
か
ら
声
掛
け
し
て
も
ら
う
事
に

決
め
ま
し
た
。 

八
月
二
十
六
日
に
一
回
目
の
ク
ラ

ス
幹
事
会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
説
明
と
今
後
の
予
定
を
話
し
合

い
ま
し
た
。
十
一
月
二
十
三
日
の
記

念
式
典
・
祝
賀
会
へ
の
参
加
協
力
依

頼
、
同
級
会
の
代
表
を
吉
川
君
に
お

願
い
し
、
同
窓
会
と
は
別
に
十
二
月

二
日
に
開
く
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

会
場
は
「
苺
ク
リ
ス
ロ
ー
ド
店
」
に

予
約
を
入
れ
ま
し
た
。 

お
金
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
同
級

生
へ
の
案
内
は
メ
ー
ル
や
電
話
に
し

て
、
目
標
の
四
十
名
迄
は
い
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
三
十
五
名
の
参
加
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
事
前
に
参

加
者
名
簿
と
名
札
を
作
成
し
、
後
日

正
確
な
名
簿
作
成
の
為
に
必
要
な
の

で
、
当
日
に
名
札
の
裏
側
に
住
所
と

電
話
番
号
を
書
い
て
も
ら
う
事
に
し

ま
し
た
。 

そ
し
て
開
催
当
日
、
幹
事
の
私
は

少
し
早
め
に
行
き
、
店
の
担
当
者
と

店
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
打
ち
合
わ
せ

ま
し
た
。
過
去
の
反
省
か
ら
、
今
回

は
と
に
か
く
み
ん
な
が
移
動
し
や
す

い
配
置
を
考
え
、
最
初
か
ら
最
後
ま

で
同
じ
場
所
だ
っ
た
な
ど
と
い
う
こ

と
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
う

し
て
い
る
う
ち
に
開
始
時
間
に
な
り
、 

    

       

代
表
の
挨
拶
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

貴
重
な
時
間
に
み
ん
な
が
集
ま
っ

た
の
だ
か
ら
と
に
か
く
楽
し
く
や
り

ま
し
ょ
う
！
か
ら
乾
杯
に
な
り
、
参

加
者
全
体
が
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲

気
で
二
時
間
が
す
ご
く
短
く
感
じ
ま

し
た
。
み
ん
な
が
楽
し
く
て
し
ょ
う

が
な
い
と
い
う
会
も
珍
し
い
で
す
。

普
通
は
し
ら
け
て
い
る
人
が
い
る
も

ん
で
す
よ
ね
。
あ
ま
り
に
盛
り
上
が
っ

た
の
で
、
こ
れ
で
お
開
き
に
す
る
の

は
も
っ
た
い
な
い
と
店
に
交
渉(

な
る

べ
く
安
く)

し
て
一
時
間
延
長
に
し
ま

し
た
。
最
後
は
手
締
め
で
お
開
き
に

し
ま
し
た
。 

「
ま
た
来
年
会
い
た
い
ね]

と
み
ん
な

か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た
の
で
ま

た
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
音
を
言
え
ば
「
私
以
外
の
人
が

企
画
し
て
」
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
無
い
よ
う
な
の
で
、
ま
た
や
ら
せ

て
頂
き
ま
す
。 

 

（
徳
田 

実
） 

 第
二
十
六
回
生
（
昭
和
四
十
八
年
卒
） 

「
懐
か
し
く
、
楽
し
く
」 

昭
和
四
十
八
年
三
月
卒
の
卒
業
生

は
、
め
で
た
く
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。 

大
寒
の
平
成
三
十
年
一
月
二
十
日
、

午
後
六
時
よ
り
河
原
町
・
末
広
寿
司

（
同
期
生
の
高
橋
理
一
郎
く
ん
の
店
）

に
て
、
宮
城
学
院
卒
業
生
も
一
緒
に

二
十
二
名
の
参
加
に
て
同
期
会
を
行

い
ま
し
た
。 

祝
宴
の
前
に
、
皆
の
還
暦
に
あ
た

り
「
今
後
の
健
康
と
活
躍
を
祈
願
」

を
河
原
町
・
秋
葉
神
社
に
て
荒
井
宮

司
様
よ
り
ご
祈
祷
頂
き
、
旅
立
神
社

の
お
札
を
頂
戴
し
、
心
新
た
に
家
族
・

友
の
幸
福
を
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。 

 

           

亡
き
恩
師
や
同
期
生
に
黙
祷
を
さ

さ
げ
、
祝
宴
で
は
、
松
本
生
徒
会
長

の
挨
拶
に
始
ま
り
、
皆
よ
り
近
況
報

告
や
な
つ
か
し
い
話
を
聞
き
、
六
十

年
の
歴
史
に
感
慨
深
き
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
悪
ガ
キ
達
は
、
先
生
に
立 

秋葉神社でご祈祷を受けました 

みんな楽しくて 

しょうがない 
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た
さ
れ
た
り
、
愛
の
ム
チ
を
受
け
た

り
し
た
こ
と
を
今
で
も
言
い
訳
し
、

反
省
は
し
て
い
な
い
よ
う
で
、
困
っ

た
も
の
で
す
。 

同
期
生
の
さ
く
ら
い
循
環
器
・
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
桜
井
信
先
生

に
よ
る
「
ミ
ニ
健
康
講
座
」
も
開
催

さ
れ
、
厳
し
い
ご
指
導
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
お
い
し

い
お
寿
司
・
お
鍋
に
お
酒
も
進
み
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
上
が
り
っ
ぱ

な
し
…
。 

最
後
に
、
母
校
の
発
展
と
今
後
の

み
ん
な
の
活
躍
を
祈
念
し
、
三
本
締

め
に
て
三
時
間
の
同
期
会
は
閉
会
、

引
き
続
き
二
次
会
で
同
期
生
の
聖
子

ち
ゃ
ん
の
店
「
ポ
ポ
」
へ
移
動
、
更

に
盛
り
上
が
り
、
何
時
の
終
了
か
誰

も
覚
え
て
お
り
ま
せ
ん
。 

次
回
の
再
会
を
約
束
し
て
、
早
速

同
期
会
の
企
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

（
庄
子 

廣
志
） 

 

第
三
十
二
回
生
（
昭
和
五
十
四
年
卒
） 

 

今
年
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。 私

た
ち
の
代
の
同
窓
会
は
、
夏
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
年
に 

実
施
し
て
き
て
い
ま
す
。 

今
後
の
八
軒
中
学
校
の
卒
業
生
の

活
躍
を
期
待
し
つ
つ
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
同
窓
会
を
楽
し
み
に
待
ち
た

い
と
思
い
ま
す
。
（
本
郷 

栄
治
） 

 

第
三
十
六
回
生
（
昭
和
五
十
七
年
卒
） 

「
八
軒
中
で
の
思
い
出
が 

た
ま
ら
な
く
好
き
」 

「
や
っ
と
約
束
が
果
た
せ
た
ね
」
。

最
初
の
同
期
会
か
ら
協
力
し
合
っ
て

い
る
実
行
委
員
は
、
三
回
目
の
同
期

会
開
催
に
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。
二

回
目
の
開
催
か
ら
九
年
。
東
日
本
大

震
災
を
経
て
何
と
な
く
同
期
会
と
い

う
雰
囲
気
で
は
な
か
っ
た
が
、
五
十

歳
に
し
て
天
命
を
知
っ
た
の
だ
ろ
う

か
、
同
期
生
と
交
わ
し
た
「
次
回
も

楽
し
み
に
し
て
る
か
ら
ね
」
の
期
待

に
や
っ
と
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

だ
。 そ

れ
を
あ
と
押
し
し
て
く
れ
た
の

は
、
八
軒
中
新
制
七
十
周
年
事
業
に

尽
力
す
る
先
輩
方
の
存
在
だ
っ
た
。

私
は
記
念
誌
へ
の
協
力
（
協
賛
広
告

集
め
）
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
同
期
生

に
呼
び
か
け
る
一
方
、
「
俺
た
ち
も

在
校
生
の
躍
進
を
期
し
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
出
そ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
何
ご
と
も
き
っ
か
け
次
第
（
笑
）
、

そ
れ
か
ら
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
こ
と
が

運
び
、
記
念
式
典
と
同
じ
十
一
月
二

十
三
日
に
同
期
会
を
開
催
し
た
。 

同
期
生
が
営
む
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス

「
ヌ
ー
ベ
ル
・
ク
ア
ト
ロ
」
（
青
葉

区
本
町
）
を
会
場
に
約
五
十
人
の
同

期
生
が
集
っ
た
。
五
人
の
恩
師
に
も

ご
出
席
い
た
だ
い
た
。
一
組
担
任
の

髙
橋
仁
先
生
、
二
組
の
永
澤
典
子
先

生
、
四
組
の
佐
々
木
郁
子
先
生
、
七

組
の
佐
藤
文
次
先
生
、
そ
し
て
部
活

動
の
顧
問
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
た

布
施
俊
雄
先
生
。
先
生
方
か
ら
の
ス

ピ
ー
チ
は
と
て
も
温
か
く
、
涙
を
拭

う
同
期
生
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
互

い
に
近
況
を
報
告
し
合
い
、
実
行
委

員
が
企
画
し
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

で
大
い
に
盛
り
あ
が
っ
た
。 

そ
の
後
、
先
生
方
を
無
理
や
り
連

れ
て
二
次
会
の
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス

へ
。
歌
わ
ず
に
ず
っ
と
語
り
合
い
、

懐
か
し
ん
だ
。
最
後
は
み
ん
な
で
肩

を
組
ん
で
の
校
歌
斉
唱
だ
っ
た
。 

 

最
近
、
「
懐
か
し
さ
、
何
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
か
」
と
い
う

論
文
を
読
ん
だ
。
「
懐
か
し
さ
」
と

は
、
記
憶
し
て
い
る
（
愛
着
あ
る
）

「
要
素
」
に
対
し
、
一
定
の
時
間
軸

を
経
た
の
ち
、
再
度
そ
の
「
要
素
」

に
関
連
す
る
「
刺
激
（
五
感
）
」
を

受
け
た
場
合
発
生
す
る
感
情
だ
そ
う

だ
。 私

は
「
懐
か
し
さ
」
と
い
う
感
情

が
大
好
き
だ
。
そ
し
て
我
が
同
期
生

も
八
軒
中
で
の
思
い
出
が
た
ま
ら
な

く
好
き
な
の
だ
と
思
う
。 

 
 
 

（
小
関 

勝
也
） 

 

同期生の期待に応えて９年ぶりに３回目の同期会を開催 
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ご
あ
い
さ
つ  

 
 

絆
の
強
さ
を
感
じ
て 

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校 

教
頭 

紋
谷 

洋
三 

 

同
窓
会
の

会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃

よ
り
本
校
の

教
育
活
動
に

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
新
制

七
十
周
年
（
創
立
八
十
二
周
年
）
記

念
式
典
運
営
、
祝
賀
会
運
営
、
記
念

誌
の
発
刊
に
お
い
て
同
窓
会
の
皆
様

の
多
大
な
る
御
協
力
の
元
、
大
成
功

に
終
わ
り
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

記
念
誌
で
も
書
き
ま
し
た
が
、
私

は
昭
和
三
十
五
年
生
ま
れ
で
第
二
十

九
回
卒
業
生
の
方
々
と
同
じ
年
齢
で

す
。
私
は
、
群
馬
県
桐
生
市
生
ま
れ

で
、
桐
生
市
立
西
中
学
校
卒
業
で
す
。

開
校
は
昭
和
二
十
二
年
な
の
で
、
八

軒
中
学
校
と
同
じ
年
で
し
た
。
し
か

し
、
少
子
化
の
影
響
で
学
校
が
統
廃

合
さ
れ
て
し
ま
い
九
年
前
に
廃
校
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
で
は
、

市
民
セ
ン
タ
ー
と
し
て
再
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
母
校
が
な
く
な
る
と
言

う
こ
と
は
、
大
変
に
さ
び
し
く
、
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
が
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
気
持
ち
で
す
。
し
か
し
、
学
年

同
窓
会
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー

（
冬
季
・
夏
季
）
に
実
施
す
る
約
束

を
決
め
て
成
人
祝
い
同
窓
会
か
ら
続

い
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
こ
の
た
び
の

異
動
で
八
軒
中
学
校
に
赴
任
し
て
新

制
七
十
周
年
記
念
式
典
に
関
わ
れ
た

こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
八
軒
中
学
校
の
卒
業
生
の
中
に

は
、
映
画
女
優
の
若
尾
文
子
さ
ん
や

リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
一
万
メ
ー

ト
ル
日
本
代
表
の
村
山
紘
太
選
手
な

ど
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
る

こ
と
に
も
歴
史
と
伝
統
を
感
じ
て
い

ま
す
。 

私
の
知
っ
て
い
る
身
近
な
卒
業
生

で
は
、
私
が
中
学
校
を
卒
業
し
て
、

神
奈
川
県
横
須
賀
市
に
あ
る
、
陸
上

自
衛
隊
少
年
工
科
学
校
に
志
願
し
た

際
、
同
級
生
の
中
に
八
軒
中
学
校
の

卒
業
生
が
三
名
い
ま
し
た
。
そ
の
中

の
村
上
茂
君
は
、
四
年
生
の
時
に
千

葉
市
に
あ
る
高
射
学
校
の
Ｓ
Ａ
Ｍ

（
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
）
電
気
修
理
課

程
で
一
年
間
勉
強
と
寮
生
活
を
共
に

過
ご
し
ま
し
た
。
今
は
、
自
衛
官
を

退
職
し
、
長
崎
県
の
大
村
市
に
住
ん

で
い
る
と
の
こ
と
、
年
賀
状
で
七
十

周
年
記
念
式
典
が
無
事
に
終
了
し
た

事
を
伝
え
ま
し
た
。 

各
学
年
の
毎
年
開
催
の
同
窓
会
や

同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
等
の
特
色
あ

る
内
容
八
軒
中
学
校
の
同
窓
会
幹
事

会
の
縦
糸
の
繋
が
り
と
各
学
年
同
窓

会
の
皆
さ
ん
の
横
糸
の
繋
が
り
に
絆

の
強
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
八
軒
中
学
校
を
支
え
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

  
 

地
域
と
の
つ
な
が
り 

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校 

教
諭 

齋
藤 

光 

（
同
窓
会
事
務
局
担
当
） 

今
年
度
八
軒

中
学
校
に
赴
任

い
た
し
ま
し
た
。

三
年
間
勤
務
し

た
初
任
地
の
学

校
か
ら
初
め
て
の
異
動
で
赴
任
し
た

こ
の
八
軒
中
学
校
で
は
、
新
制
七
十

周
年
（
創
立
八
十
二
周
年
）
の
式
典

が
行
わ
れ
る
と
聞
き
、
歴
史
あ
る
学

校
に
赴
任
し
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

記
念
誌
「
八
軒
」
を
拝
見
す
る
と

今
ま
で
の
八
軒
中
学
校
の
歴
史
の
深

さ
は
も
ち
ろ
ん
、
父
母
教
師
会
や
同

窓
会
の
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
や
地
域

と
の
強
い
繋
が
り
が
あ
る
の
だ
と
い

う
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
更

に
、
八
軒
中
学
校
の
卒
業
生
の
皆
様

が
幅
広
い
分
野
で
ご
活
躍
な
さ
っ
て

い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 十

一
月
二
十
三
日
の
記
念
式
典
と

祝
賀
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

数
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
が
ご
出
席

し
て
お
り
、
八
軒
中
同
窓
生
の
方
々

が
強
い
繋
が
り
を
も
っ
て
い
る
の
だ

な
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
祝
賀
会

で
は
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
作
成
を
お

手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
写
真

の
一
枚
一
枚
か
ら
八
軒
中
学
校
の
伝

統
や
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
来
た

歴
史
の
重
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
様
な
記
念
す
べ
き
年
に
、
八

軒
中
学
校
の
教
職
員
と
し
て
記
念
行

事
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
八
軒
中
学

校
の
記
念
行
事
を
終
え
て
か
ら
、
私 
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は
自
分
自
身
の
母
校
の
歴
史
に
つ
い

て
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。
私
の
母
校

は
石
巻
に
あ
る
湊
中
学
校
と
い
う
と 

こ
ろ
で
す
。
な
ん
と
八
軒
中
学
校
と

同
じ
く
昭
和
二
十
二
年
に
創
立
さ
れ

ま
し
た
。
私
の
母
校
の
湊
中
学
校
は
、

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本

大
震
災
で
津
波
が
校
舎
を
襲
い
、
一

階
部
分
が
浸
水
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

二
〇
一
四
年
の
四
月
か
ら
震
災
前
と

同
じ
場
所
で
湊
中
学
校
は
再
開
し
ま

し
た
。
八
軒
中
学
校
は
震
災
直
後
「
あ

す
と
い
う
日
が
」
と
い
う
歌
を
避
難

所
に
な
っ
て
い
る
武
道
館
で
歌
い
、

た
く
さ
ん
の
人
達
を
勇
気
づ
け
た
と

聞
き
ま
し
た
。
自
分
達
も
被
災
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
周
り
の
方
々
を

勇
気
づ
け
ら
れ
る
強
さ
と
い
う
の
は

八
軒
中
学
校
区
の
地
域
の
方
々
の
強

い
繋
が
り
か
ら
来
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
の
皆
様
に

色
々
と
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、

支
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
あ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

 

在
校
生
の
活
躍
ぶ
り
（
一
） 

 

 

《
運
動
部
》 

第
六
十
六
回 

仙
台
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会 

① 

陸
上 

男
子
共
通
砲
丸
投
げ 

 
 

 

一
位 

 
 

 
 

百
Ｍ
ハ
ー
ド
ル 

 

三
位 

女
子
共
通
百
Ｍ
ハ
ー
ド
ル 
 

三
位 

 
 

 
 

二
百
Ｍ 

 
 

 
 

三
位 

四
百
Ｍ
リ
レ
ー 

 

六
位 

    

   

② 

サ
ッ
カ
ー(

若
林
区)

  
 

三
位 

③ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
若
林
区
） 

女
子
団
体 

 
 

 
 

 
 

 

三
位 

④ 

水
泳 

百
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ 

 
 

 
 

八
位 

第
六
十
六
回 

宮
城
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会 

① 

陸
上 

男
子
共
通
砲
丸
投
げ 

 
 

 

一
位 

 
 

 
 

百
Ｍ
ハ
ー
ド
ル 

 

四
位 

女
子
共
通
百
Ｍ
ハ
ー
ド
ル 

 

四
位 

 
 

 
 

二
百
Ｍ 

 
 

 
 

七
位 

 

※ 

新
人
大
会
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
子
個
人
で
県
大
会
出
場 

 

《
文
化
部
》 

吹
奏
楽 

・
第
三
十
二
回
宮
城
県
管
打
楽
器 

ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 

 

銅
賞 

・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

第
六
十
回
宮
城
県
大
会
予
選 

仙
台
太
白
・
宮
城
野
・
若
林
地
区 

大
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

金
賞 

 

第
六
十
回
宮
城
県
大
会 

 

金
賞 

 

第
六
十
回
東
北
大
会 

 
 

銅
賞 

・
全
日
本 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

第
五
十
一
回
宮
城
県
大
会
予
選 

仙
台
若
林
地
区
大
会 

 

管
楽
七
重
奏 

 
 

 
 

金
賞 

管
打
楽
器
六
重
奏 

 
 

銅
賞 

 

合
唱 

・
第
八
十
四
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
音
楽 

コ
ン
ク
ー
ル 

宮
城
県
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 

金
賞 

 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

奨
励
賞 

・
第
六
十
九
回
全
日
本
合
唱 

コ
ン
ク
ー
ル 

宮
城
県
大
会 

 
 

 
 

 

金
賞 

東
北
支
部
大
会 

 
 

 
 

銀
賞 

・
平
成
二
十
九
年
度
Ｔ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も 

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

 

宮
城
地
区
大
会 

 
 

 
 

合
唱
の
部 

 
 

 
 

優
秀
賞 

 

東
北
決
勝
大
会 

 
 

 
 

合
唱
の
部 

 
 

 
 

優
良
賞 

 

《
そ
の
他Ⅰ

》 

・
平
成
二
十
九
年
度
少
年
の
主
張 

若
林
区
大
会 

 
 

 

最
優
秀
賞 

宮
城
県
大
会 

 
 

 
 

優
良
賞 

・
仙
台
市
中
学
校
弁
論
大
会 

 

Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

 
 

優
良
賞 

・
第
五
十
六
回
宮
城
県 

造
形
教
育
作
品
展 

 
 

 

入
選 

・
第
六
十
九
回
仙
台
市 

小
中
高
等
学
校
児
童
生
徒 

作
曲
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 

 

入
選 
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在
校
生
の
活
躍
ぶ
り
（
二
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
《
そ
の
他Ⅱ

》 
・
第
八
十
五
回
全
国
書
画
展
覧
会 

 
 
 
 
 
 

特
選
、
金
賞
、
銀
賞 

・
第
六
十
三
号 

文
集
「
こ
だ
ま
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入
選 

・
平
成
二
十
九
年
度
仙
台
市
中
学
校 

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奨
励
賞 

 

《
主
な
学
校
行
事
》 

・
入
学
式 

 
 
 
 

四
月
十
一
日 

・
陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル 

五
月
十
二
日

・
二
年
生 

 

野
外
活
動 

松
島
・
気
仙
沼 

 
 
 
 
 

五
月
十
八
日
～
二
十
日 

・
三
年
生 

修
学
旅
行 

東
京 

 
 
 

五
月
二
十
四
日
～
二
十
六
日 

            

・
校
内
合
唱
祭 

 
 
 

七
月
六
日 

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
大
会
仙
台 

八
月
二
十
五
～
二
十
六
日 

・
文
化
発
表
会 

 
 
 

九
月
二
日 

・
八
軒
中
学
校
区
総
合
防
災
訓
練 

 
 
 
 
 
 
 
 

十
月
二
十
一
日 

・
わ
か
ば
学
級
校
外
学
習 

 
 
 
 
 
 
 
 

十
月
二
十
六
日 

・
二
年
生
・
わ
か
ば
学
級 

 

職
場
体
験
活
動 

 
 
 
 
 

 
 

十
一
月
七
～
八
日 

・
同
窓
会
入
会
式 

 
 

三
月
九
日 

・
卒
業
式 

 
 
 
 
 

三
月
十
日 

 

※ 

写
真
は
八
軒
中
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
転
用
し
ま
し
た
。 

 

 

新
し
い
仲
間  

 

平
成
二
十
八
年
度
（
第
七
十
回
）

八
軒
中
同
窓
会
入
会
式
は
、
平
成
二

十
九
年
三
月
九
日
に
行
わ
れ
、
男
子 

 

六
十
七
名
、
女
子
六
十
二
名
の
計
百

二
十
九
名
を
、
新
た
に
同
窓
会
に
迎

え
ま
し
た
。 

当
日
は
、
先
輩
と
し
て
第
三
十
七

回
生
で
石
巻
専
修
大
学
教
授
の
太
田

尚
氏
さ
ん
か
ら
「
は
な
む
け
の
言
葉
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

お
話
の
内
容
は
、
仙
台
市
立
八
軒

中
学
校
新
制
七
十
周
年
（
創
立
八
十

二
周
年
）
記
念
誌
「
八
軒
」
の
中
の

「
私
の
八
軒
時
代
第
三
集
」
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

お
願
い
と
お
知
ら
せ  

 代
表
幹
事
、
ク
ラ
ス
幹
事 

現
在
、
代
表
幹
事
会
等
の
お
知

ら
せ
は
、
執
行
部
が
把
握
し
て
い

る
各
期
の
代
表
幹
事
等
へ
送
付
し

て
お
り
ま
す
が
、
連
絡
が
取
れ
な

く
な
っ
て
い
る
期
も
あ
り
ま
す
。

代
表
幹
事
、
ク
ラ
ス
幹
事
の
方
々

は
、
転
居
等
の
場
合
、
忘
れ
ず
に

執
行
部
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

同
期
会
、
ク
ラ
ス
会 

開
催
情
報
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
執
行
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。 

 

校
歌
Ｃ
Ｄ
と
応
援
旗 

同
期
会
・
ク
ラ
ス
会
開
催
に
際

し
て
「
校
歌
」
の
Ｃ
Ｄ
の
貸
出
を

希
望
す
る
場
合
は
、
安
達
事
務
局

長
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 
 

ま
た
、「
応
援
旗
」
の
貸
出
を
希

望
す
る
場
合
は
、
八
軒
中
学
校
の

紋
谷
教
頭
先
生
ま
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。 

 

※ 

掲
載
に
当
た
り
執
筆
者
の
敬
称

は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

   

八
軒
つ
う
し
ん
第
十
三
号 

発
行
日 

平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年 

三
月
三
日
発
行 

発
行
者 

八
軒
中
同
窓
会
事
務
局

〒
九
八
四
❘
〇
八
二
七 

 
 
 

仙
台
市
若
林
区
南
小
泉 

字
八
軒
小
路
九
❘
一 

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校
気
付 

  

２年生：わかめの芯抜き体験 

３年生：キッザニア東京 

校内合唱祭での全員合唱 

「あすという日が」 


